


























































































































いきます。当時 ISDA（International Swaps and Derivatives Association）の英国
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後10月半ばにご縁あって就くことになった期間雇用の職は、インターネットの
ショッピングモールを運営する外資系の会社です。同じグループ内に、国内セ
ラーの越境ビジネスをサポートする会社もあって、一般消費者と直接対する
EC の世界を初めて学んでいます。親会社は世界規模で充実したオンライント
レーニングを有し、残りの期間で、学べることを最大限掴んで、次へつなげた
いと思っています。
　こうして取り留めなく綴って参りましたが、お気付きのとおり自分のキャリ
アに法律家としての一貫性は残念ながらありません。一方で、学生の皆様の方
がよく身に染みておられるとおり、法学は時に敷居が高く実質的に没頭研究し
なければ成果は望めない厳しい学問です。ただ、社会における法の役割も多様
で、申した通り、ビジネス法務に常に高度な法学が絡む訳でもないのです。自
分は、自分同様に法曹資格を取得した法域と、働く現場のある法域が一致して
いない仲間とこれまで沢山交流してきました。彼等の間で弁護士資格が、何か
専門を得ようとする時に最も手を伸ばし易い（あくまでも比較においてですが
安価である）ことは共通認識です。弁護士からスタートして、全く別のものに
なる人も沢山います。そうした方達の間でもう一つの共通認識は、これからの
長い人生たった一つの資格で渡っていける程甘くはないということです。それ
でも、海外弁護士資格を取得することは、裏付けとなる母国での学歴に加え、
語学力、論理力等を取り敢えずは証明する手段であること、そして、その過程
で試され鍛えられる自己尊厳の強さが、そこからさらに一歩踏み出す時の推進
力を与えてくれることは間違いないと確信しています。
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